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一

　

は

じ

め

に

　
浄
土
教

に

お
い

て

凡
夫
の

自

覚
を

論

じ

る

際
に

、

法
然
を
は

じ

め

と

す
る

鎌
倉
期
以

降
の

浄
土

教
者
は
、

唐
の

善

導
が

著
し
た

『

観
無
量

寿

仏

経
疏
』

（

以

下

『

観
経
疏
』

）

散
善
義
に

三

心
を

解
明

す
る

中、

深

心

を
釈
す
る

「

二

種
深
信
」

の

文
を

重
視
す
る

。

こ

れ

に

対
し

東
大

寺
三

論

宗
の

法
系
を

う
け
る

珍
海
は

『

決
定
往
生

集
』

で

は
こ

の

説
を

用
い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
1）

ず
、

善

導
集
記

の

『

往
生
礼

讃
』

（

以

下
『

礼
讃
』

）

「

三

心
釈
」

中
の

「

深

心
釈
」

に

見

え

る

ほ

ぼ

同
趣
旨
の

文
を

依
用

し

て
い

る
。

恵

谷
隆
戒
氏

は
こ

の

珍
海
の

『

礼
讃
』

等
の

引
用
を

以

て

「

珍
海
自

身
の

凡
夫
性
の

自

覚
は

表
面

に

現
れ

て

い

な
い

け
れ

ど

も
、

善
導
の

凡
夫
性
の

自
覚
思

想
を
受

容
し

て

い

る

の

で

あ
る

か

ら
、

永
観
と

同
じ

く
痛
烈

な

自
己
反

　
　
　

　
　
（
2

）

省
は

な
さ

れ

た
」

と
一

定
の

評
価
を
与
え
て

い

る

が
、

果
た

し

て

そ

う

で

あ
ろ

う
か

。

『

決
定

往
生

集
』

第
五

修
因
決

定
で

の

依
用
が

注

目
さ

れ

る
、

い

わ

ゆ

る

法
然
の

「

浄
土
宗
開
宗
の

文
」

は

『

観
経
疏
』

散
善

義
の

「

深
心

釈
」

中
に

説
か

れ

て

い

る

た

め
、

「

二

種

深
信
」

の

文
を

耒
読
で

あ
る

可

能
性
は

低
い

と

考
え
ら

れ
る

。

そ
こ

で
、

珍
海
が

『

観

経
疏
』

で

は

な

く
『

礼
讃
』

を

用
い

た

理

由
の

検

討
を
通
し
て

、

珍
海

の

凡
夬
観
の
一

端
を

考
察
し

て

み
た

い
。

二

　
「

出
離
」

に

関
す
る

珍

海
の

考
え

　
珍
海
は

『

決
定
往
生
集
』

の

第
三

昇
道

決
定
の

中
で

、

曇
鸞
が

「

下

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

3
）

品
凡
夫
但
令
下

不
レ

誹
］

謗
正

法一

信
仏
因
縁
皆
得
中

往
生
抄
」

と

説
く

『

往

生
論
註
』

巻
上

の

八

番
問

答
の

第
一

を

引

用
し

、

下
品
下
生

の

往
生

不

退
に
つ

い

て

説
示
し
て
い

る
。

そ
の

後

『

礼
讃
』

「

三

心

釈
」

中
の

前

後
二

心
を
省
き

、

次
の

よ

う
に

「

深
心

釈
」

の

み

を
引
用
す
る

。

　
導
和
尚
礼
讃
云、

問
。

今
欲
二

勧
レ

人
往
生

者
、

未
レ

知、

若
為
安
心
．

起

　
行
・

作
業
定
得
レ

往
」

生

彼
国
土

也
。

答
。

必

欲
レ

往
コ

生

彼
国
土
一

者
、

如
二

　
観
経
説一

者、

具
二

三

心
　

必
得
二

往
生
一

乃

至

　
信
刊

知
身
是
具
コ

足

煩
悩一

凡

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

糞

故
名
二

深

名
号ハ

下

至
中

十
声

等
齢

宀

得
乙
z

生
恥

乃

至
一

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

芯

無
レ

有
二

心一一耳
云

。

既
言
二

具
足

煩
悩
凡

夫一

直
是

常
没
世
俗
凡

夫
得一

往
生
一

嘩

い

う
ま
で

も
な

く
『

礼
讃
』

「

深
心

釈
」

は
、

『

観
経
疏
』

散
善
義
に
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深
心

を

釈

し

て

「

二

者

深

心
。

言
二

深

心
一

者
、

即
是

深
信

之

心
也

。

亦
有
二

二

種
4

一

者
決
定

深
信

、

自
身
現
是
罪
悪
生

死

凡
夫、

曠
劫
已

来
常

没
常
流

転
、

　
…
レ

　一

出

　

　
轟

一

二

者
決

定
深

信
、

彼
阿

弥
陀

仏
四

夫
願

鐸
受
衆

隻

無

嶷
無

慮
乗一

彼
願
力

定
得
・

往

生

又
決

定
深
信
…

」

と

あ

る
、

「

信
機
」

と
「

信
法
」

に

深
心

を

分
か
つ

「

二

種
深
信
」

の

文
と

ほ

ぼ

同
じ

内
容
が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

古
来
こ

の

二

つ

の

記
述
に
つ

い

て

は

「

善
根

薄
少
」

と

「

無
レ

有
二

出

離
之
縁

」

の

差
異
が

論
じ

ら

れ

て

い

る

が
、

珍
海
に

と
っ

て

は

「

散
善
義
」

の

「

無

レ

有
二

出

離
之
縁
一
」

で

は

齟
齬
が

生

じ

て

し
ま

う
。

と

い

う
の

も
衆
生

は

自
ら
の

力
で

出

離
で

き

る

存

在
と

い

う
の

が

珍
海
の

考
え
で

あ
り

、

『

決
定
往
生

集
』

の

序
文
に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
良

以

衆
生

自

劉
浄
土
正

是

引

物
之

方
。

若
言
：

凡
愚

卑
劣

　
不
ワ

堪
二

往
生

者、

則
衆
生
終
無
二

出
離
之
期晶

諸
仏

即
闕

二

引

物
之

功
4

定

　
知
依
レ

教
願
レ

生

必

得
二

往

簟

　
そ

し

て
こ

の

「

出

離
之

分
」

に
つ

い

て

第
四

種
子
決
定
の

中
で

二

義

を
あ

げ
る

。

第
四

種
子
決
定
者

、

此

有
二

二

義
 

一

者
中
道
仏
性
為
レ

成
二

仏
因

ハ

亦
名
一
正

因
ハ

亦
名
一

…

凋

　
’

生

本
来
有
二

止
脚

↑
の

由
二

此

性

故
必

得
二

解
脱

の

道

理

雖
レ

然、

若
無
二

聞

法
発

心

等
縁一

此

性
不
レ

能
一
自
然
解
脱
4

今
遇
三

釈
迦

続
r
西
方
教
熟

聞
而
俸
哘

悽
」
階
に

眦
塀
縁一

因
縁

具

足
必

応
二

出

離
の

…

（

中

略）

…
二

者
西
方
行
者
必
有
二

宿
善

：

衆
生
は

往
生
の

因
と

し

て

中

道

仏
性
を

有
し
て

い

る

た

め

「

必
応
二

珍
海
撰
『

決
定
往
生
集
』

に

お

け
る

凡
夫
観
（
成
　
瀬
）

出

離
」

で

あ

り
、

ま
た

西

方
の

行
者
に

は

宿
善
が
あ
る
と

す
る
の

で
、

「

無
レ

有一一
出

離
之

縁

」

で

は

食
違
い

が

生

じ

て

し
ま

う
。

そ

の

た

め

「

善

根
薄
少
」

と

往
生
の

因
を

少
な
か

ら

ず
認
め

る

『

礼

讃
』

の

記
述

が

適
し

て
い

た
こ

と
が

、

引
用
の

理
由
と

し

て
一

つ

考
え
ら

れ

る
。

　

こ

の

中
道
仏
性
を
備
え
て

い

る
こ

と
は

、

永
観
も

『

往
生

拾
因
』

の

中
で

「

今
法
身
者
入一

陶
字
門
一

悟
二

一

切
法
本

不
生

際
ハ

是
則
中

論
所

説
八

不
之

中
第
一

不
也

。

謂

縁
生

諸
法

各
無」一
自

性
の

無
】

自
性一

故
本

不
生

也
。

…
（

中
略
）

…

仏

与
二

衆
生
一

同

体
無
異

。

衆
生

同
体

仏
利
二

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
8）

穢
土
一

無
レ

障
、

諸
仏

同

体
衆
生

往
二

浄
土
一

何
隔

。

」

と

述
べ

て

い

る
。

さ

ら
に

中
道
仏
性
と
宿
善
の

二

つ

の

往
生
の

因

に
よ

り
、

永

観
は

『

往

姓
詒

因
』

で

「

今

観
二

行

者
法

身
同
体
ハ

妄
軽
二

自
身
一

勿
レ

生
二

疑
惑
一

矣
。

」

と
、

『

往
生

講
式
』

で

は

「

我
等
思
一

往

昔
結

縁
ハ

宿
善

如
二

恒

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
10
）

沙
ハ

妄
軽
二

自
身
一

心

不
二

怯
弱
置

と

自
ら

を

軽
ん

じ

る

こ

と

を
誡

め

て

い

る
。

こ

の

考
え
を
承
け

珍
海
は

『

決
定
往
生

集
』

第
三

昇
道
決
定

で
、

「

此

等
衆
生

生
二

彼
国
一

巳

経
久

乃
発
二

大

菩
提
心
訥

入
二

不
退
位
』

世
俗
凡
夫

常
没
之
類

、

寧
可
三

、、
レ

中
自
憚
二

非
分
一

乎
。

」

と

往
生
へ

の

非
分
を
憚
る

必

要
は

な
い

と

述
べ

る
。

　
こ

れ

ら
の

姿
勢
よ

り
判
断
す
る

に

「

信
機
」

へ

の

留
意
は

余
り
な

さ

れ

な
か
っ

た
と

考
え

ら

れ
、

法
然
以

降
の

鎌
倉
浄
土

教
者
と

比

較
す

る

と
、

徹
底
し
た

凡
夫
の

自
覚
意
識
に

は

達
し

て

い

な

か
っ

た

こ

と
が

理

解
で

き
る

。

ま
た

、

『

決
定

往
生

集
』

の

中
心
と

な
る

第
五

修
因
決
定

に

お
い

て
、

三

心

を

釈

す
る

に

あ
た

り
「

三

修
心

往
生

、

心

有
二

三

種
調

六
三

一 615一
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珍
海
撰

『

決
定
往
生
集
」

に

お

け
る

凡
夫
観
（

成
　
瀬）

一

至

誠
心

。

起

行
不
虚

実
心
求
レ

往
。

二

者

深
心

。

信

楽
慇
至

欲
レ

生
「

　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

珍）

彼
国
ゆ

三

迴
向
発
願

心
…

」

と
、

慧
遠
の

『

観
無
量

寿
経
義
疏
』

を
依

用

し
、

愚
者
の

自
覚
を

認
知
す
る

と
い

う
善
導
的
な

考
え

の

な
い

深
心

の

解
釈
を

し

て

い

る
。

む

し

ろ

坪
井
俊

映
氏
も

述
べ

る

よ

う
に

『

礼

讃
』

「

深

心

釈
」

の

引
用

は
、

曇
鸞
『

往
生

論
註
』

に

説
か

れ

る

「

信

仏
因

縁
」

の

「

信
」

を

解
明
す
る

た
め

に

用
い

ら

れ

た

と

考
え

て

差
し

　

　
　

　

　
　

　
（

13）

支
え
な
い

で

あ
ろ

う
。

珍
海
は

「

信
」

に

関
し

て

『

決
定
往
生

集
』

序

文
に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

其
信
心
者

、

若

於
二

如
レ

上

文
理
之

中

心
生

信
受一

即
名
二

決

定
勾

以
二

決
宀

亙

者
為
二

信
相一

故
。

故
観
経

云
、

必
生一

浄
国一

心

得

無
疑一

已
ヒ

　
無
疑
即

信。

決
定
称
也

。

又

由
レ

信

故

必

得
往
生
一。

故
経
説
言

、

劉
孤

疑
一

者
必

得
レ

往
コ

生

阿
弥

陀
仏
国一

葵
・

声

経

　
巾

レ

此
応
レ

知、

下

輩
之

人

雖

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
レ　

レ

未
二

一

向
専
精
信

受
一

而

由
二

暫
信一

亦
得

往
生

の

此
乃
信
心
決
定
義
也

。

　

こ

の

よ

う
に

、

「

決

定
」

と

「

信
」

の

関
係

を

釈
す

る

に

際
し

「

無

疑

即

信
。

決

定
称
也

。

又

由
レ

信
故

必

得
一

往
生

淫

と

述
べ

、

更
に

　

　
　

　
　（
15
）

『

鼓

音
声
王

経
』

を

引
用

し
、

深
く
信
じ

て

疑
い

が

無

け
れ

ば

阿

弥
陀

仏
国
に

往
生

が

可

能
で

あ
る

と

強
調

す
る

こ

と

か

ら

も
、

珍
海
の

『

礼

讃
』

「

深
心

釈
」

引
用

の

意
図
が

理
解
で

き
よ

う
。

三

　
『

往
生

要
集
』

の

影
響
と

「

通
九

品
」

の

解
釈

　
ま
た

、

源

信
の

『

往
生

要

集
』

が

与
え
た

影
響
も

看
過
で

き

な
い

。

『

往
生
要

集
』

の

大
門

第
五

「

助
念
方

法
」

で

は

修

行
の

四

相
、

即
ち

六
四

四

修
の

際
に

用

心
す
る

こ

と

は

何
か

と

の

問
い

に
、

『

礼
讃
』

の

「

三

心
釈
」

を

『

決
定
往
生

集
』

と

は

違
い

三

心
を

全
て

引

用

し
て

い

る
。

　

問
。

既

知
、

修

行
総

有
二

四

相
ゆ

其
修

行
時、

用

心

云

何
。

答
。

観
経
云

、

　

若
有
二

衆
生一

願
レ

生
二

彼
国一

者
、

咒

三

種
心
一

即
便
往
生

。

一

至

誠

心、

二

　

深
心、

三

回

向
発
願

心
。

善
導
禅
師
云

、

一

至

誠
心

、

謂
礼
拝
・

讃

歎
・

念

　

観
三

業
必

須
二

真
実
一

故
。

二

深
心

、

謂

信
門

知
自
身
是

具
コ

足

煩

悩一

凡
夫

、

　

善
根
薄
少、

流
「

転
三

界一

未
吾

出

火
宅」

今
信
酊

知
弥
陀

本
弘
誓
願、

及
下

称
二

　

名
号一

下

至
中

十
声
一

声
等
P

定
得
乙

往
生
脚

乃

至
一

念

無
レ

有
二

疑
心
』

三

回

　

向
発
願
心

、

謂

所
作
一

切
善
根、

悉
皆
回

向
願
二

往
生

故
。

具
二

此
三

心
一

必

　

得
二

往
生

』

若
少
二

一

心．

即

不
レ

得
レ

生
。

略
抄
レ

之。

経
文
雖
レ

衣
上

品
上

生

馴
椡

網

　

ー
余

師
釈
不レ
能

真

鼓

音
声
経
云

、

若
能
深
信
無
二

　
疑
一

者、

必
得

　
レ

彳
「

生

阿
弥

陀

仏
国
4

涅
槃
経
云、

阿

褥

菩
提、

信
心

為
レ

因
。

是
菩
提
因

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
ホソ

　

雖
一
復
無
量

n

若
説
二

信
心　

則
已

摂
尽
　

已

上

　
蚓
矧

ー
。

　

こ

こ

で

は
、

先
の

『

決
定
往
生
集
』

序
文
で

「

決
定
」

と

「

信
」

の

関

係
を

釈
す
る

際
に

引
用
さ

れ

た

『

鼓

音
声
王

経
』

が

確
認
で

き
る

。

ま
た

、

源
信
の

「

修
レ

道

以
レ

信
為
レ

首
」

と

の

考
え
は

、

『

決
定
往
生

集
』

が

「

信
」

を
主
題

に

記
述

さ

れ
る
こ

と

に

繋
が
る

と

推

察
さ

れ

る
。

さ

ら

に

注
意

す
べ

き
は

「

如
「

禅

師
釈
一

者
、

理

通
二

九

品
一
」

と

註
に

あ

る
、

三

心
が

上
品
上

生
の

み

に

限
ら

れ

な
い

と

す
る

説
示
で

あ
る

。

こ

の

箇
所
は
先

学
が

指
摘

す
る

通
り

、

法
然
が

『

往
生
大
要
抄
』

で

「

さ

れ
は

善
導
の

観
経
の

疏
に

九
品
の

文
を

釈
す
る

下

に
、

一

一

の

品
こ

と

に
、

弁
定
三

心
以
為
正
因
と

さ
た

め

て
、

此
三

心
は

九
品
に

通
す
べ

し

と

釈
し
給
へ

り
。

恵
心
も
是
を

ひ

き

て
、

禅
師
の

釈
の

こ

と

き
は

、

理

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
17
）

九

品
に

通
す
へ

し
と

こ

そ
は

し

る

さ

れ

た

れ
。

」

と

示

す
、

散
善
義

冒
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頭
の

十
　

門
義
に

よ

る

も
の

と

見
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

実
は
こ

の

十
一

門
義
は

管
見
の

限

り
で

は

散
善
義
を

初
め

て

引
用

し
た

と

さ

れ

る

『

安

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

18V

養
集
』

に

は

見
出

す
こ

と

が

で

き
な
い

。

珍
海
が

「

安
養
集
』

に

よ
っ

て

『

観
経
疏
』

を
披
見
し

て

い

る

な
ら

ば
「

通

九

品
」

は

了

解
で

き

ず
、

従
っ

て

『

往
生

要
集
』

に

導
か

れ
上

品
上

生

の

み

に

限
る

記
述

の

な
い

『

礼
讃
』

「

深
心

釈
」

を

用
い

た

と

も
考
え
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

四

　
結
び

　

以

上

考
察
し

て

き

た

よ

う
に

、

珍
海
は

決
定
往
生

の

因
と

し

て

衆
生

に

本
来
備
わ

る

仏

性
と

宿
善
を

認
め

る

た

め
、

「

無
レ

有
二

出
離
之

縁
」

と

す
る

『

観
経
疏
』

で

は

齟
齬
を
き
た

し
、

敢
え
て

用
い

な

か
っ

た

と

考
え
る

の

が

自
然

の

流
れ

で

あ
ろ

う
。

上

品
上

生

の

み

に

限

ら

れ

て

い

な
い

『

礼
讃
』

「

深
心

釈
」

の

引
用
は

な
さ
れ

る

が
、

こ

れ

は

下
品
下

生
の

世
俗

凡
夫
が

、

疑
心

無

く
し
て

（

信
心
を

も
っ

て
）

必
得

往
生

す

る

可
能
性
を

主

に

示
す
た

め

で

あ
り

、

曇
鸞

『

往
生

論
註
』

に

説
か

れ

る

「

信
仏
因
縁
」

の

「

信
」

を

解
明
す
る

た

め

に

用
い

ら

れ

た

と

考
え

ら

れ
る

。

『

決
定

往
生

集
』

の

中
心
と

な
る

第
五

修
因
決
定
で

は

慧

遠

の

「

三

心
釈
」

を

用
い

、

ま
た

自
ら

を

軽
ん

じ

る

こ

と

を
誠
め

て

い

る

姿
勢
か

ら

も
、

「

信
機
」

に

対
す
る

留
意
は

さ

ほ

ど

な

さ

れ

て

い

る

と

は

言
え
ず

、

「

信
機
」

「

信
法
」

の

「

二

種
深
信
」

を
重

ん

じ

る

法
然

以

降
の

鎌
倉
浄
土

教
者
と

比

較
す
る

と
、

凡
夫
の

自
覚
意
識
は

高
く
は

な

か
っ

た

と

理

解
で

き

る

の

で

あ
る

。

珍
海
撰
「

決
定
往
生

集
』

に

お
け
る

凡
夫
観
（

成

　
瀬
）

1
　
大
正
四
七
・

四
三

八

頁
下

。

2
　
恵
谷

隆
戒
「

日
本
浄
土

教
思

想
史
上

に

お

け
る

凡
夫
性
自
覚
過
程
に
つ

　
い

て
」

（

『
仏
教
文
化
研
究
』

一

三
、

一

九

六
六

年
）

、

『

浄
土
教
の

新
研
究
』

　
（

山

喜
房
仏
書
林

、

一

九

七
六

年
再
録
）

二

〇
二

頁
参
照

。

3
　
大
正
四

〇
・

八
三

三

頁
下
〜
八
三

四

頁
上

。

4
　
大
正
八

四
・
一

〇

七

頁
中

。

5
　
大
正
三
七
・

二

七
一

頁
上

〜
二

七
二

頁
中

。

6
　
大
正
八

四

二

〇
二

頁
下

。

7
　
大
正
八

四
・
一

〇

七

頁
下

。

8
　
大
正
八

四
・

九
九

頁

上
。

9
　
大
正
八

四

二

〇

〇

頁
中

。

10
　
大
正
八

四
・

八
八
一

頁
下

。

11
　
大
正
八

四
・
一

〇

七

頁
上

。

12
　
大
正
八

四
・
一

〇

八

頁
下

。

13
　
坪
井
俊
映

『

法
然
浄
土

教
の

研
究

　
　
伝
統
と

自
証
に
つ

い

て
』

（

隆

　

文
館

、

一

九
八

二

年）

一

〇
三

頁
参
照

。

14
　
大
正
八

四
・
一

〇
三

頁
上

。

15
　
大
正
一

二

・

三

五
三

頁
上

。

16
　
大
正
八

四
・

五

八

頁
上

〜

中
。

17
　
浄
全
九
・

四
八

五

頁
上

。

18
　
梯
信
暁
『

宇
治
大

納
言
源

隆
国

編

安
養
集

木
文
と

研
究
』

（
西
村
冏

紹

　

監
修

、

百
華
苑、

一

九
九
三

年）

参
照

。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド
〉
　

珍
海

、

『

決

定
往
生

集
』

、

善
導、

深
心
釈

　
　
（

早
稲

田
大

学
大
学
院
）

六
五
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